
番号対象 A　そう思う B　だいたい C　あまり D　そう思わない
考察・改善案

今後も保護者と協力していきたいこと等

低
学
年

がっこうのべんきょうはよくわかりますか。

中
学
年

高
学
年

授業の内容はよく分かりますか。

保
護
者

先生は、児童に分かりやすい授業をしていると思い
ますか。

教
職
員

明確なビジョン・ゴールを基盤に、児童一人一人が良く分
かる楽しい授業となるように、評価を蓄積・分析し、指導
に活かすことができたか。

低
学
年

まいにち、げんきに「あいさつ」や「はい」や「あ
りがとう」をいっていますか。

中
学
年

高
学
年

毎日、気持ちの良い「あいさつ」や「はい」の返
事、「ありがとう」を言っていますか。

保
護
者

お子さんは、自分からあいさつをしていますか。

教
職
員

「あいさつ運動」「ありがとう運動」「ほめ言葉の
運動」の継続的に推進できたか。

低
学
年

いえでまいにち30ぷんいじょう、べんきょうしてい
ますか。

中
学
年

高
学
年

毎日、目標とする時間、家庭学習をしていますか。

保
護
者

お子さんは、宿題やテスト、漢字・計算検定前の復
習等、家庭学習に取り組んでいますか。

教
職
員

個に応じた指導による基礎的・基本的な知識・技能
の確実な定着を図ることができたか。

低
学
年

がっこうのべんきょうちゅう、せんせいやともだち
のはなしをしっかりときいていますか。

中
学
年

高
学
年

授業中、先生や友達の話をしっかりと聞いています
か。

保
護
者

お子さんは、自分の考えを話したり、周りの人の意
見を聞いたりしていますか。

教
職
員

意見を出し合い、練り合い、高め合う「学び合い学
習」の充実に努めることができたか。

低
学
年

ほんをたくさんよんでいますか。

中
学
年

高
学
年

毎月、多読賞を目指して本を読んでいますか。

保
護
者

お子さんは、進んで読書に取り組んでいますか。

教
職
員

読書活動の充実を図れたか。

低
学
年

がっこうのべんきょうで「いまどんなことをしたら
いいか」わかっていますか。

中
学
年

高
学
年

授業で、「今、何を考えるのか、何をすればよいの
か」が、はっきり分かっていますか。

保
護
者

お子さんは、「よく考え行動する子」に育っていま
すか。

低
学
年

たべて・うごいて・よくねていますか。

中
学
年

高
学
年

「食べて・動いて・よく寝よう」の生活を心がけて
いますか。

保
護
者

お子さんは、健康を考え、好き嫌いをせずに食事を
していますか。

教
職
員

基本的な生活習慣の定着(「食べて・動いて・よく
寝よう」）運動の推進に取り組めたか。

低
学
年

やすみじかんにはともだちといっしょにそとであそ
んでいますか。

中
学
年

高
学
年

休み時間には友達と一緒に外で遊んでいますか。

保
護
者

お子さんは、進んで体力つくり（運動や外遊び）を
していますか。

教
職
員

戸外遊びや業間体力づくり、楠河チャレンジを通し
た体力づくりに取り組めたか。

8

前
期

　中・高学年において「進んで外遊びをする」児童が
前期の約54%から後期の66%へと劇的に向上しました。
これに伴い、保護者の皆様の肯定的な評価も約38%か
ら44%へと改善しており、学校での体力づくりの成果
がご家庭でも実感していただけるようになったと言え
ます。教職員の自己評価も100%に達しており、業間の
体力づくりや「楠河チャレンジ」が児童の主体的な運
動習慣に繋がっています。今後も学年を問わず、体を
動かす楽しさを共有できる機会を創出してまいりま
す。

後
期

6

前
期
　
　
　
後
期

　中・高学年では、自ら考えて行動する姿勢が定着し
ており、保護者の皆様の肯定的評価も前期より向上し
ています。一方で、低学年では「今、何をしたらいい
か」という理解度が前期より低下しており、学習内容
の高度化に伴う課題が見られます。今後低学年におい
て「何をするか」を視覚的に分かりやすく提示し、
中・高学年では「なぜこの学習をするのか」という目
的意識をさらに深めることで、自律的な学びの成長を
支援してまいります。

7

前
期

　児童の自己評価は年間を通じて非常に高く、特に後
期は低学年で100%に達するなど、健康への意識が浸透
しています。教職員の評価も向上しており、学校での
食育や運動の推進が成果を上げています。一方で、保
護者の皆様の評価は微減しており、家庭内での好き嫌
いや就寝時刻など、生活実態とのギャップが伺えま
す。今後学校での啓発を家庭での実践につなげられる
よう、具体的な健康づくりの情報を発信し、学校と家
庭が一体となって児童の健やかな成長を支えていきた
いと考えております。

後
期

4

前
期

　全体として高い肯定評価を維持しており、特に低学
年では「よくできている」の回答が47.8%から66.7%へ
と大幅に向上しました。中・高学年も全員が肯定的な
回答をしており、話を聞く姿勢や自分の考えを話す
「行動」が定着しています。今後は、単なる意見交換
に留まらず、相手の意見を批判的・論理的に聞き、異
なる意見を統合して新しい考えを生み出すといった
「学び合いの学習の質」を高める指導に努めたいと思
います。

後
期

5

前
期

　読書活動については、中・高学年で肯定的な回答が
増加傾向にあり、多読賞を目指す取組が学校内で浸透
しています。一方で、低学年の意欲低下や、家庭での
様子を反映する保護者評価が前期より低下している点
が課題です。読書は全学習の基盤となるため、今後は
学校でのスタンプカード等の啓発に加え、ご家庭でも
発達段階に応じた本に親しめるよう情報提供を強化
し、親子で読書を楽しむ環境づくりや読み聞かせ活動
を推進してまいります。

後
期

2

前
期

　児童の自己評価は年間を通じて高く、「よくできて
いる」と回答する中・高学年が大幅に増加しました。
教職員の肯定評価も100％に達し、あいさつ運動の成
果を実感しています。一方で保護者評価はやや低下し
ており、今後学校での活気が家庭や登下校時の姿に繋
がるよう、継続的な指導と地域・家庭への働きかけを
行いたいと思います。また、地域の方からももっと大
きな声であいさつをしてほしいという声もいただいて
います。

後
期

3

前
期

　中・高学年や保護者、教職員の肯定評価は高く安定
しており、自律的な学習習慣の定着がうかがえます
。一方で、低学年の肯定的回答が前期の約95%から後
期は約71%へと大幅に減少しました。これは学年進行
に伴う宿題の難化や、目標時間（30分以上）の維持が
難しくなってきた表れと考えられます。今後は、家庭
と連携し、低学年児童の意欲を支える個別学習の動機
付けや学習支援の工夫を行いたいと思います。

後
期

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          令和８年１月１９日
　保護者様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          西条市立楠河小学校長　横井　直美
　

　　　　　　　　　　　　令和７年度　学校評価アンケートの結果報告について

　　初春の候、保護者の皆様には日頃より本校教育にご理解とご協力をいただきありがとうございます。
　　さて、２学期末に実施させていただきました学校評価アンケートの集計や考察がまとまりましたのでお知らせいたします。
　　１回目に行った結果と比較して見ていただけるように、前期（７月）と後期（12月）の棒グラフで表しています。
　　自由記述では貴重なご意見をいただきありがとうございます。
　　保護者の皆様からいただきましたご意見等は、今後の学校経営にしっかり生かしていきたいと思います。
　　お忙しい中、アンケートにご協力いただき、心より感謝申し上げます。
　　（アンケート結果と考察）

設問

1

前
期

　中・高学年や保護者、教職員の評価は年間を通じて
非常に高く安定していますが 、低学年では「よくわ
かる」の回答が52.2%から33.3%へと大きく減少しまし
た 。これは学年が進むにつれ学習内容が難化したこ
とが要因と考えられます。今後は、低学年層への視覚
的な工夫や個別支援を強化し、誰一人取り残さない
「分かる楽しさ」を感じられる授業づくりを推進して
いきたいと思います。

後
期
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低
学
年

そうじやくさひきは、だまっていっしょうけんめい
できていますか。

中
学
年

高
学
年

清掃や草引きの活動では、だまって、いしょうけん
めい、時間いっぱい活動していますか。

保
護
者

お子さんは「がんばりぬく子」に育っていますか。

教
職
員

時間いっぱい心を込めて静かに取り組む清掃活動を
推進することができたか。

保
護
者

学校は、家庭や地域に対して情報発信に努めていま
すか。

前
期

教
職
員

学校便りや学級便り等の各種お便り、ホームペー
ジ、学習公開（授業参観・学校行事等）等を通し
て、積極的な情報公開・情報共有に努めてきたか。

後
期

保
護
者

学校は、コミュニティ・スクールとして、保護者・
地域人材を生かした活動をしていますか。

前
期

教
職
員

コミュニティ・スクールとして、教育活動を充実さ
せるために、学校と保護者や地域人材が協働して児
童を育てる学習活動を計画しているか。

後
期

12
保
護
者

お子さんは、学校用タブレットを有効に活用してい
ますか。

前
期
　
　
後
期

13
保
護
者

お子さんの友達関係は良好ですか。

前
期
　
　
後
期

14
保
護
者

お子さんは、「助け合う子」に育っていますか。

前
期
　
　
後
期

15
保
護
者

お子さんは、学校のきまりを守っていますか。

前
期
　
　
後
期

16
保
護
者

学校は、家庭や地域との連携を努めていますか。

前
期
　
　
後
期

17
保
護
者

学校は、児童の安全や事故防止に努めていますか。

前
期
　
　
後
期

18
保
護
者

保護者は、学校の活動に参加したり、協力したりし
ていますか。

前
期
　
　
後
期

19
保
護
者

お子さんは、地域の行事・公民館活動・子ども行
事・愛護班活動・地方祭など、進んで参加していま
すか。

前
期
　
　
後
期

＜自由記述でいただいたご意見について＞

　前期と後期のアンケート結果を比較すると、お子様
が学校という集団生活の中で、自己を律し、他者と協
働する力が着実に育っている様子が分かりました。
1. 規範意識と自律心の飛躍的な向上
　最も顕著な変化が見られたのは「学校のきまりを守
る」設問で、肯定的な評価が前期と後期で少し上昇し
ました。これは、２学期の運動会や学習発表会などの
大きな行事を経て、集団の中でのルールや役割を果た
す大切さを、児童一人一人が実感として学んだ成果と
言えます。また、「助け合う子」への評価も89.6%か
ら95.3%へと向上しており、単にきまりを守るだけで
なく、周囲と調和しながら成長する姿が家庭でも認め
られていることが伺えます。
2. 学習スタイルの進化とデジタル活用
　「タブレットの有効活用」については、肯定評価が
71.4%と微増しました 。西条市が推進するICT教育に
おいて、本校でもタブレットを単なる「道具」から、
自分の考えを深めたり共有したりするための「学びの
パートナー」として活用する段階へ移行しています。
今後は情報モラル教育をさらに強化し、アナログな体
験とデジタルの利点を融合させた「ハイブリッドな学
び」を推進したいと思います。
3. 地域・家庭との強固な連携
　「家庭・地域との連携」については、９割を超える
非常に高い水準を維持しつつ、後期には95.3%に達し
ました 。コミュニティ・スクールとしての活動が２
年目を迎え、地域の方々との関わりが児童の非認知能
力（やり抜く力や協調性）を育む貴重な機会となって
いることが、数値にも表れています。
　２学期、担任がお子様の良さを計画帳にコメントす
るなどの試みに対し、「子どもの頑張りを見てくれて
いる」との温かいお言葉もいただきました。今後も、
今回いただいた評価とご意見を羅針盤とし、「地域と
共にあり、誰もが安心して通える楠河小学校」の実現
に向けて邁進してまいります。引き続き、温かいご理
解とご協力をお願い申し上げます。

10

　学校からの情報発信については、年間を通じて保護
者の皆様から高い評価をいただいております。ホーム
ページや各種お便りを通じたタイムリーな情報共有が
学校運営への安心感につながっているものと分析して
います 。一方で、自由記述では「学校の様子が見え
にくい」との声も一部寄せられており、教職員の自己
評価も低下しています。今後は、全体への発信に加
え、児童一人一人の頑張りがより具体的に伝わるよ
う、計画帳の活用や個別相談の機会を充実させ、丁寧
な情報共有に努めてまいります 。

11

　コミュニティ・スクールとしての活動は、年間を通
じて保護者・教職員双方から高い評価をいただいてお
ります。地域人材を活用した学習活動がより具体的に
認知・評価されていることが伺えます。学校は地域に
開かれた存在であり、児童の健全な育成に向けて多方
面からご協力をいただいていおります。今後も、地域
と共にある楠河小学校として、２学期に築いた連携を
さらに深め、社会全体で子どもたちを育てる体制を強
化してまいります 。

9

前
期

　中・高学年の清掃態度は年間を通じて極めて高く、
自律して取り組む姿勢が定着しています。課題であっ
た低学年の肯定評価も、後期は75%へと向上しまし
た。これは中・高学年と一緒に掃除の仕方を学ぶ機会
を設けたことで、自立した姿勢に転換したことがうか
がえます。活動の仕組みを変えた結果が実を結び始め
たようです。保護者の皆様から見た「がんばりぬく
子」への評価は微減していますが、学校では引き続
き、清掃活動を通して心を磨き、最後までやり抜く強
い心を育んでまいります。

後
期

・毎日元気に登校する姿を親として嬉しく感じます 。

・参観日や学習発表会、地域行事において、子どもたちが一生懸命に取り組んでいる姿が見られま

した 。

・子どもが充実した学校生活を送っていることが、日々の様子からうかがえます 。

・毎日楽しそうに学校に通っており、勉強や行事に対しても何らかの目標を持って取り組めています 。

・担任の先生が笑顔で声を掛け、子どもたちを温かく見守ってくれています 。

・担任が計画帳に学校での「よかったこと」をコメントしてくれるようになり、子どもをしっかり見てくれ

ていると実感しています。

・教育現場でありながら教師自らが挨拶をしないことがありました。子どもたちのお手本となるよ

うお願いします。

・子どもに対して丁寧な言葉での対応をお願いします。

・児童のけがに対し、保護者への連絡や声掛け、適切な処置をお願いします。

・事後の説明において、子どもの意見と食い違うことがありました。子どもとしっかりと向き合い

話を聞いて、お互いが納得できる説明をお願いします。

いつも楠河小学校のために

ご理解ご協力いただきありがとうございます。

今後もどうかよろしくお願いします。
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保護者の皆様からの温かな励ましや、担任の細やかな見取りへの感謝のお言

葉をいただき、教職員一同大きな活力を得ております 。次年度も、一人ひとりの良

さを認める称賛の言葉掛けや計画帳等での丁寧な情報共有を継続し、お子様が

目標を持って楽しく登校できる、安心・安全な学校づくりに邁進してまいります 。

貴重なご意見ありがとうございます。ご指摘いただいたご意見を真摯に受け止

め、ご不安な思いをさせてしまっていること、心よりお詫び申し上げます。学校と

して今後、全教職員が自らの言動を厳しく律し、児童の模範となるよう率先して

努めてまいります。また、威圧的な態度や不適切な言葉掛けを根絶し、一人ひと

りに寄り添った温かな人間関係を構築します。差別的な言動や排除を一切許さ

ず、全ての子どもが大切にされる公平な指導体制を厳格に守ります。また、けが

の際の処置および保護者への連絡体制を再度確認し、迅速かつ確実な対応を

徹底します。事後報告においても事実を歪めることなく、常に誠実な説明を行うこ

とで信頼回復に努めます。今回いただいたご意見を全職員で共有し、保護者の

皆様が安心して大切なお子様を託していただける学校づくりに取り組んでまいり

ます。何かご心配な点がございましたら、いつでも学校までご連絡ください。学校、

地域、家庭が一体となって同じベクトルで子どもたちの教育に関わっていければ

と思います。


